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Ⅰ 給与の状況 

 

１ 給与水準について 
 

県内市町村の給与水準は、国の人事院勧告や県の人事委員会勧告のいずれかに準拠して

おり、各市町村議会の議決を受けた条例に基づき、給与が支給されています。 

 

各市町村の給与制度や水準、支給状況については、毎年住民に公表されています。 

 

(１) 職員の平均給料月額及び年齢 

 

一般行政職の平均給料月額は308,533円となっており、昨年と比べ低く（▲2,144円）

なっています。また、平均年齢は41.4歳となっており、昨年と比べ若干低く（▲0.2歳）

なっています。 

 

【表（Ｐ２）の見方】 

 ○「全職種」とは････ 

一般行政職、看護・保健職、消防職、企業職、技能労務職、高校教育職、小中（幼

稚園）教育職、臨時職など全ての職種です。 

  

  ○「一般職員」とは････ 

      全職種から教育公務員と臨時職員を除いた職種です。 
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職 員 数 及 び 平 均 給 料 月 額 の 状 況
（H28.4.1現在）

人 人 人 人 人 人 人 円 円 円 歳

2,792 2,758 2,700 260 92 0 318,900 316,600 324,100 42.0

245 241 245 5 0 0 285,500 285,500 287,900 38.5

275 276 275 24 0 0 302,600 302,600 301,000 40.7

419 414 406 30 13 0 307,600 306,200 306,600 40.6

515 512 515 43 0 0 303,100 303,100 300,900 39.9

273 273 273 14 0 0 307,100 307,100 307,600 41.3

304 309 304 36 0 0 293,400 293,400 291,000 38.8

土佐清水市 289 291 289 41 0 0 302,600 302,600 303,300 41.5

四万十市 584 590 573 44 0 11 307,200 307,800 300,400 41.7

香 南 市 409 409 382 12 27 0 310,600 311,900 325,700 43.3

香 美 市 391 387 391 9 0 0 303,900 303,900 310,500 42.3

6,496 6,460 6,353 518 132 11 310,036 309,022 312,923 41.5

61 57 61 4 0 0 302,600 302,600 296,500 41.0

57 56 53 4 4 0 295,900 293,300 282,900 39.2

46 44 42 0 4 0 266,000 268,400 264,800 35.6

56 54 53 3 3 0 285,000 286,800 286,000 39.9

42 40 42 2 0 0 289,900 289,900 296,900 39.8

45 45 45 0 0 0 297,000 297,000 294,600 38.5

61 59 57 0 4 0 294,400 292,600 298,400 40.3

181 180 181 9 0 0 311,400 311,400 319,600 42.4

98 97 98 1 0 0 298,100 298,100 308,300 45.0

82 83 82 3 0 0 310,800 310,800 306,000 40.7

21 21 21 0 0 0 273,800 273,800 285,800 38.7

477 465 465 29 12 0 299,400 298,500 300,600 40.3

154 158 154 3 0 0 308,400 308,400 313,300 43.6

138 137 138 5 0 0 306,800 306,800 305,200 40.8

225 229 225 11 0 0 296,000 296,000 292,300 41.6

113 112 109 11 4 0 315,900 317,500 325,600 43.4

114 113 108 0 4 2 268,500 270,200 261,900 36.6

67 65 67 0 0 0 301,500 301,500 303,500 41.8

113 113 102 0 11 0 302,000 303,500 301,200 41.5

304 298 302 0 2 0 308,600 308,800 304,100 42.2

165 168 165 26 0 0 301,200 301,200 294,900 40.3

45 44 45 3 0 0 279,500 279,500 282,900 41.3

194 190 194 20 0 0 303,900 303,900 295,700 40.9

2,859 2,828 2,809 134 48 2 300,413 300,527 299,943 41.2

9,355 9,288 9,162 652 180 13 307,106 306,418 308,533 41.4

※臨時職員とは、勤務時間が他の一般職員と同様に定められている職員で、勤務した日が18日以上ある月が12月
　（１年）を超える職員です。
※各団体の職員数は、教育長を除く人数です。
※平均年齢は、10進法で算出しています。

町 村 計 31

県    計 67

三 原 村 1

黒 潮 町 4

四万十町 6

大 月 町 △ 3

日 高 村 2

津 野 町 0

越 知 町 1

梼 原 町 1

中土佐町 1

佐 川 町 △ 4

い の 町 12

仁淀川町 △ 4

土 佐 町 △ 1

大 川 村 0

本 山 町 1

大 豊 町 1

馬 路 村 0

芸 西 村 2

安 田 町 2

北 川 村 2

奈半利町 1

田 野 町 2

市　　計 36

東 洋 町 4

△ 2

△ 6

0

4

平均給料
月額

職員区分別

全職種合計
平均給料

月額

一般職員
合計平均
給料月額

一般行政職

平均年齢

一般職員
教育

公務員
臨時
職員うち技能

労務職

宿 毛 市 △ 5

南 国 市 5

土 佐 市 3

市町村

須 崎 市 0

室 戸 市 4

安 芸 市 △ 1

高 知 市 34

総職員数

平成
27年

平成
28年

増減
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 (２) ラスパイレス指数の状況 

 

○平成28年４月１日現在のラスパイレス指数 

・市：  98.4（前年値 97.9 対前年比＋0.5 【全国平均 99.1 対前年比＋0.4 】） 

・町村： 95.5（前年値 95.0 対前年比＋0.5 【全国平均 96.3 対前年比＋0.5 】） 

・市町村：97.5（前年値 97.0 対前年比＋0.5 ） 

※ラスパイレス指数が100を上回るのは高知市（100.6）のみ 

【参考：高知県：98.8（前年比＋0.6）】 

 

  ○過去10年間の指数の推移（加重平均） 

区分 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

高 

知 

県 

市 計 96.6 96.7 97.8 97.1 97.9 
98.0 

(106.0) 

98.2 

(106.3) 
98.2 97.9 98.4 

町村計 91.9 92.5 93.4 94.4 94.4 
94.7 

(102.5) 

94.5 

(102.3) 
95.1 95.0 95.5 

県 計 95.0 95.3 96.4 96.2 96.8 
97.0 

(104.9) 

97.1 

(105.0) 
97.2 97.0 97.5 

全 

国 

市 計 97.9 98.3 98.4 98.8 98.8 
98.8 

(106.9) 

98.5 

(106.6) 
98.6 98.7 99.1 

町村計 93.9 94.2 94.6 95.1 95.3 
95.5 

(103.3) 

95.4 

(103.2) 
95.6 95.8 96.3 

※H24、H25上段の数値は国家公務員における給与減額措置の影響を加味しない数値、

( )内は同措置の影響を加味した数値 

 

※「ラスパイレス指数」とは･･･ 

職種、学歴、経験年数などによる職員構成の給与上の差を考慮して、給料月額の

水準の高低を見る指数です。 

具体的には、国の職員構成区分ごとの人数に、各市町村の構成区分ごとの平均給

料月額を掛け合わせて給料総額を算定し、国の給料総額を100として指数で表したも

のです。 

国と同じ水準であれば100で、国より高い場合は100を超え、低ければ100未満とな

ります。 
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給 与 水 準 に つ い て（ラスパイレス指数）

高 知 市 100.0 100.6 0.6

室 戸 市 98.2 99.5 1.3

安 芸 市 94.8 95.8 1.0

南 国 市 97.4 97.9 0.5

土 佐 市 96.9 97.9 1.0

須 崎 市 96.3 96.6 0.3

宿 毛 市 97.0 97.5 0.5

土佐清水市 96.2 96.6 0.4

四万十市 97.5 94.3 △ 3.2

香 南 市 96.1 97.7 1.6

香 美 市 94.9 95.9 1.0

市　　 　計 97.9 98.4 0.5

東 洋 町 96.1 94.4 △ 1.7

奈半利町 96.1 96.9 0.8

田 野 町 95.1 97.4 2.3

安 田 町 92.8 94.5 1.7

北 川 村 95.6 96.6 1.0

馬 路 村 95.7 98.2 2.5

芸 西 村 95.7 96.2 0.5

本 山 町 98.5 98.0 △ 0.5

大 豊 町 90.0 90.0 0.0

土 佐 町 98.6 98.3 △ 0.3

大 川 村 96.0 93.9 △ 2.1

い の 町 96.8 98.1 1.3

仁淀川町 94.4 94.5 0.1

中土佐町 98.0 98.7 0.7

佐 川 町 90.9 92.2 1.3

越 知 町 97.6 98.1 0.5

梼 原 町 93.5 93.5 0.0

日 高 村 94.1 95.2 1.1

津 野 町 94.6 94.5 △ 0.1

四万十町 93.8 94.8 1.0

大 月 町 97.0 98.1 1.1

三 原 村 94.1 94.4 0.3

黒 潮 町 94.1 95.1 1.0

町   村   計 95.0 95.5 0.5

県         計 97.0 97.5 0.5

全 国 市 計 98.7 99.1 0.4

全国町村計 95.8 96.3 0.5

H28.4.1 対前年比H27.4.1
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２ 給料表について（一般行政職の場合） 

      

給料表の設定にあたっては、国の給料表の構造を基本にした上で、地域の民間給与水準

も考慮して定めるべきとされています。 

 

県内においては、全ての市町村で国に準じた構造の給料表となっており、その水準に 

ついては、国の人事院勧告又は県の人事委員会勧告のどちらかに準じたものとなっていま

す。 

 

また、市町村職員の給料表は、条例で定められており、職務の内容と責任の度合いに応

じた数の級を設けることとされています。 

 

県内の市町村の給料表の級数については「給料表について（一般行政職の場合）」のと

おり、高知市は８級、その他の市町村は６級まで設定されています。 

 

 職務給の原則により、給与は、その職務と責任に応ずるものでなければならないとされ、

平成28年４月１日に施行された地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法

律により、等級別基準職務表を給与に関する条例で定め、等級及び職制上の段階ごとの職

員の数を毎年公表することとされ、各等級への格付けの運用について、住民の方々の理解

を得るための取組が求められています。 

 

格付けの運用結果のうち、上位級の職員構成については「級別職員構成の状況」のとお

りです。 
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給 料 表 に つ い て（一般行政職） （H28.4.1現在）

国と 国と 県人勧 国と

同じ 異なる と同じ 同じ

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

10 1 11 0 6 5

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

23 0 23 0 18 5

33 1 34 0 24 10市町村計

津 野 町

四万十町

大 月 町

三 原 村

黒 潮 町

町 村 計

日 高 村

芸 西 村

本 山 町

大 豊 町

土 佐 町

大 川 村

い の 町

仁淀川町

中土佐町

佐 川 町

越 知 町

梼 原 町

馬 路 村

宿 毛 市

土佐清水市

四万十市

香 南 市

香 美 市

市　　計

東 洋 町

奈半利町

田 野 町

安 田 町

北 川 村

須 崎 市

区　分

級数 給料表の構造 給料表の水準

６級 ８級

高 知 市

室 戸 市

安 芸 市

南 国 市

土 佐 市
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級 別 職 員 構 成 の 状 況（一般行政職） （単位：人）

職員数

合  計 構成比(％) 構成比(％)

高知市 1,338 730 54.6 328 24.5

室戸市 142 71 50.0 41 28.9

安芸市 137 62 45.3 35 25.5

南国市 204 117 57.4 42 20.6

土佐市 143 80 55.9 60 42.0

須崎市 195 115 59.0 44 22.6

宿毛市 161 86 53.4 50 31.1

土佐清水市 147 94 63.9 42 28.6

四万十市 252 162 64.3 59 23.4

香南市 212 135 63.7 55 25.9

香美市 217 84 38.7 53 24.4

市    計 3,148 1,736 55.1 809 25.7

東洋町 38 19 50.0 11 28.9

奈半利町 36 20 55.6 12 33.3

田野町 33 12 36.4 6 18.2

安田町 38 16 42.1 9 23.7

北川村 31 15 48.4 10 32.3

馬路村 30 13 43.3 7 23.3

芸西村 43 17 39.5 12 27.9

本山町 68 47 69.1 15 22.1

大豊町 76 26 34.2 14 18.4

土佐町 53 30 56.6 16 30.2

大川村 18 10 55.6 9 50.0

いの町 170 73 42.9 46 27.1

仁淀川町 114 67 58.8 27 23.7

中土佐町 95 54 56.8 24 25.3

佐川町 87 39 44.8 22 25.3

越知町 70 45 64.3 26 37.1

梼原町 59 18 30.5 12 20.3

日高村 57 32 56.1 14 24.6

津野町 75 32 42.7 23 30.7

四万十町 202 113 55.9 49 24.3

大月町 72 41 56.9 25 34.7

三原村 31 14 45.2 13 41.9

黒潮町 117 55 47.0 28 23.9

町 村 計 1,613 808 50.1 430 26.7

県    計 4,761 2,544 53.4 1,239 26.0

うち５級以上職員うち４級以上職員
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３ 技能労務職給料表について 

     

国では、守衛、用務員、自動車運転手等の技能労務職員については、その職務に応じた

給与の支給を行うという観点から、一般の事務等を行う職員（行政職）の行政職俸給表(一)

とは別に、行政職俸給表(ニ)を定め、これにより給与を支給しています。 

市町村の技能労務職員についても、国と同様に、行政職俸給表(ニ)を基準とした給料表

を用いることが適当と考えられています。 

 

県内の市町村において技能労務職員のいる団体は26団体で、人数は、652人（昨年675人  

 ▲23人）と減少傾向にあります。 

  （主な職種：調理員（学校、保育所など）291人、清掃職員104人、介護職員101人） 

 

技能労務職員のいる団体のうち、行政職給料表とは別に技能労務職給料表を定めている

のは、６市15町村となっています。そのうち、国の行政職俸給表(ニ)に準じた給料表を定

めているのは、５市14町村となっています。 

 

県内の市町村の技能労務職員と国の行政職俸給表（二）を適用されている職員との給料

水準をラスパイレス指数を使用し比較してみると、県全体で115.0（昨年115.4 ▲0.4）と

なっており、昨年よりも若干低くなっているものの、依然国の給料水準を上回っています。 

 

技能労務職員の給料については、国の行政職俸給表(ニ)を適用されている職員との均衡

に留意するほか、地域の民間の同種の職種に従事する人と給料水準を比較したときの均衡

についても留意する必要があると考えられます。 

 

技能労務職員等の給与等については、総務省から、「技能労務職員等の給与等の総合的

な点検の実施について」（平成19年７月６日付け総行給第61号、総財公第97号）において、

平成19年度中に取組方針を策定し、公表することを要請されておりますが、全団体とも策

定済みです。  
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 技 能 労 務 職 給 料 表 の 状 況 （H28.4.1現在）

（単位：人）

高知市 260 ○ 123.2 ○

室戸市 5 ○ 109.5 ○

安芸市 24 ○ ◎ 116.2 ○ 新採職員は国公行(二)（25.4～）

南国市 30 ○ ◎ 124.9 ○ 新採職員は国公行(二)（24.4～）

土佐市 43 ○ 114.2 ○

須崎市 14 ○ 121.8 ○

宿毛市 36 ○ 122.1 ○

土佐清水市 41 ○ 118.5 ○

四万十市 44 ○ 117.6 ○

香南市 12 ○ 115.2 ○

香美市 9 ○ ◎ 111.7 ○ 新採職員は国公行(二)（25.4～）

市　計 518 5 0 1 5 118.4 11

東洋町 4 ○ 112.9 ○

奈半利町 4 ○ 106.1 ○

田野町 0

安田町 3 ○ 99.2 ○

北川村 2 ○ * ○

馬路村 0

芸西村 0

本山町 9 ○ 90.1 ○

大豊町 1 ○ ◎ * ○ 新採職員は国公行(二)（24.4～）

土佐町 3 ○ 121.2 ○ 国公行(二)（25.4～）

大川村 0

いの町 29 ○ ◎ 108.1 ○ 病院事業は国公行(二)

仁淀川町 3 ○ 105.7 ○

中土佐町 5 ○ 119.8 ○

佐川町 11 ○ ◎ 97.9 ○ 病院事業は行(一）

越知町 11 ○ 100.1 ○

梼原町 0

日高村 0

津野町 0

四万十町 0

大月町 26 ○ 108.9 ○

三原村 3 ○ 80.4 ○

黒潮町 20 ○ 119.9 ○

町 村 計 134 14 1 0 0 107.8 15

県    計 652 19 1 1 5 115.0 26

※◎は給料表の併用のため、合計数値にはカウントしていません。

（注）職員数が１名又は２名の場合は、個人情報保護の観点からラスパイレス指数の欄は「＊」
　　　としています。
。

市町村名

技能労務職
職員数

（注）経過措置が存在するなど、複数の基準が適用される団体においては、一方を○、他方を◎
　　　としています。

備考国公行
(二)
準拠

独自
国公行
(一)
準拠

無
(行政職

給料表

適用)

給料表の構造
【参考】
ラスパイ
レス指数

取組方針
策定状況
(28.4.1)
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４ 諸手当について 

     

市町村職員の各種手当については、地方自治法第204条により種類が定められており、

額・支給方法については、条例で定めなければならないとされています。 

市町村で支給されている手当には、扶養手当、地域手当、住居手当、初任給調整手当、

通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、特地勤務手当、時間外勤務手当、宿日直手当、

管理職特別勤務手当、夜間勤務手当、管理職手当、期末手当、勤勉手当、退職手当などが

あります。 

 

(１) 通勤手当 

交通機関等を利用して通勤する職員に支給される手当で、実際の運賃等の負担に応じ

た額が支給されます。 

県内では、全ての市町村が制度を設けていますが、自家用車使用者に対し、使用距離

区分や支給額において、国と異なる取扱いがなされている団体も見受けられます。 

            

(２) 特殊勤務手当 

著しく危険な勤務や特殊な勤務など、その勤務の特殊性に応じて支給される手当で、

勤務の種類により月、日、時間又は回数を単位として定額で支給されます。 

県内では、６市町村（須崎市・奈半利町・北川村・中土佐町・越知町・津野町）を除

く28市町村が制度を設けています。 

特殊勤務手当の支給については、制度の趣旨に合致していることに加え、その必要性

や妥当性の説明が求められることから、その手当が適切なものかどうかを検証し、適切

な見直しや是正を行うことが必要です。 
   なお、検証にあたっては、妥当性の有無、他の手当又は給料で措置される勤務内容に  

対して重複していないかどうか、勤務の実態から考えて支給方法が適切であるか、など
の視点から制度の趣旨に合致するかどうかを総合的に判断することとなります。 

  

(３) 期末・勤勉手当 

民間における賞与等（いわゆるボーナス）の特別給に相当する手当として１年を２回

に分け職員に支給される手当です。 

期末手当は、給料月額等（支給基礎額）に定めた支給割合を乗じて得た額が支給され

ます。また、勤勉手当は、給料月額等にその職員の勤務成績に応じて決められる割合（成

績率）を乗じて得た額が支給されます。 

 

   期末手当：給料月額等×支給割合×在職期間別割合 

   勤勉手当：給料月額等×期間率×成績率 

 

勤勉手当については、民間の賞与等のうちの成績査定分に相当する給与であることか

ら、職員の勤務成績及び勤務の状況に応じた支給となるよう、制度の趣旨に則った運用

が求められます。 
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Ⅱ 定員管理の状況 

 

県内の市町村においては、『地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針』

（平成17年３月29日付け総務事務次官通知）に基づき、平成17年４月１日から平成22年４

月１日までの定員削減目標を掲げた「集中改革プラン」を策定し、定員の純減に取り組ん

できました。 

集中改革プランの期間終了後は、各団体において、地域の実情に応じ、必要な行政サー

ビスを確実かつ効率的に実施していくため、定員管理計画を策定するなど、自主的かつ適

正な定員管理に取り組んでいます。 

 

１ 職員数の推移 

  

県内の市町村職員数は、9,355人で、前年の市町村職員数と比べて67人（増減率0.7％）

増加となりました。平成13年から平成26年にかけて14年連続減少していましたが、昨年

度、15年ぶりの増加に転じ、今年度も引き続き２年連続の増加となっています。 

なお、平成に入り最多であった平成12年の県内市町村の職員数と比べると2,270人（同

▲19.5％）減少しています。 

 

○増員数が大きい団体（上位３団体のみ） 

団体名 総職員数 前年度比 主な増加要因 

高知市 2,792 ＋34 

民生部門における保育士、ケースワーカーの欠員補充や、

消防部門における消防署所の新設・移転に伴う組織再編に

よる増 

いの町 477 ＋12 
病院部門における専門職の欠員補充や、子育て支援、災害

時医療対策業務等による増 

四万十町 304 ＋６ 
総務・企画部門における人材育成推進室の新設やまちづく

り戦略室の増員等、地方創生関連業務等による増 

 

○部門ごとにみた主な増加要因（全市町村） 

部門 総職員数 前年度比 主な増加要因 

一般行政 5,795 ＋49 

総務・企画部門における地方創生関連の新課の設置や、民

生部門における保育士、ケースワーカーの欠員補充等によ

る増 

消防 709 ＋11 
消防署の機能強化や今後の退職者の見通しを踏まえた前倒

し採用等による増 

公営企業等 

会計 
1,872 ＋17 病院部門における専門職の欠員補充等による増 
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県内の市町村職員数の推移（各年４月１日現在） 

 

注：職員数については、平成27年の定員管理調査から教育長を含まない数字となったため、平成26年以前の

職員数も同様に教育長を含まない数に修正しています。 
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２ 部門別職員数の状況 

  

      県内の市町村の職員数を行政分野別にみると、一般行政部門（福祉関係以外）が3,140

人（構成比33.6％）、一般行政部門（福祉関係）が2,655人（同28.4％）、教育部門が

979人（同10.5％）、消防部門が709人（同7.6％）、公営企業等会計部門が1,872人（同

20.0％）となっています。 

 

県内の市町村別の一覧は、次ページの「市町村別部門別職員数の状況」のとおり

です。 

 

【部門について】 

 ○「一般行政部門」とは････ 

議会事務局、総務・企画、税務、民生、衛生、労働、農林水産、商工、土木の各部

門（教育を除く各種行政委員会を含む。）の総称です。 

 

 ○「一般行政部門（福祉関係）とは･････  

    一般行政部門のうち、民生、衛生部門をいいます。 

 

  ○「公営企業等会計部門」とは････ 

        病院、水道、下水道、交通、その他（国保事業、収益事業、介護保険事業等）の各

部門の総称です。 

 

３ 定員管理計画の策定状況 

  

      県内の16市町村が定員管理計画を策定し、主体的、計画的に適正な定員管理の推進に

取り組んでいます。 

 

（定員管理計画を策定している市町村） 

高知市、室戸市、安芸市、南国市、須崎市、香美市、東洋町、奈半利町、安田町、北

川村、芸西村、大川村、仁淀川町、中土佐町、越知町、日高村 
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平成28年４月１日現在（単位：人）

高知市 790 912 333 374 383 2,792 34 2,758 ○

室戸市 100 60 17 49 19 245 4 241 ○

安芸市 102 89 21 39 24 275 ▲ 1 276 ○

南国市 141 127 51 65 35 419 5 414 ○

土佐市 105 102 27 46 235 515 3 512

須崎市 124 63 43 0 43 273 0 273 ○

宿毛市 103 112 23 0 66 304 ▲ 5 309

土佐清水市 100 77 11 36 65 289 ▲ 2 291

四万十市 169 195 40 0 180 584 ▲ 6 590

香南市 140 116 74 44 35 409 0 409

香美市 141 123 41 56 30 391 4 387 ○

市計 2,015 1,976 681 709 1,115 6,496 36 6,460 6

東洋町 28 19 6 0 8 61 4 57 ○

奈半利町 23 20 10 0 4 57 1 56 ○

田野町 21 13 9 0 3 46 2 44

安田町 28 16 10 0 2 56 2 54 ○

北川村 22 13 6 0 1 42 2 40 ○

馬路村 21 19 3 0 2 45 0 45

芸西村 26 18 10 0 7 61 2 59 ○

本山町 42 22 6 0 111 181 1 180

大豊町 50 27 10 0 11 98 1 97

土佐町 41 31 5 0 5 82 ▲ 1 83

大川村 14 4 2 0 1 21 0 21 ○

いの町 112 93 48 0 224 477 12 465

仁淀川町 83 26 12 0 33 154 ▲ 4 158 ○

中土佐町 67 45 11 0 15 138 1 137 ○

佐川町 69 25 19 0 112 225 ▲ 4 229

越知町 53 30 20 0 10 113 1 112 ○

梼原町 39 24 10 0 41 114 1 113

日高村 39 12 11 0 5 67 2 65 ○

津野町 41 29 23 0 20 113 0 113

四万十町 138 80 32 0 54 304 6 298

大月町 50 40 10 0 65 165 ▲ 3 168

三原村 24 11 5 0 5 45 1 44

黒潮町 94 62 20 0 18 194 4 190

町村計 1,125 679 298 0 757 2,859 31 2,828 10

市町村計 3,140 2,655 979 709 1,872 9,355 67 9,288 16

定員管
理計画
策定済福祉関係以外 福祉関係

市町村別部門別職員数の状況

H28．４．１職員数　

対27年
増減数

一般行政
部門 H27．４．１
職員数教　育

部　門
消　防
部　門

公営企業
等会計
部　門

合　計

区 分

団体名

区 分


